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第６章 もりおか交通戦略の立案 

 

６-１ 歩いて楽しむ中心市街地形成戦略 

  １．歩行者・自転車に対する中心市街地の回遊性の現状 

歩行者・自転車の回遊性に関する中心市街地の現状を整理すると，以下のとおりです。 

○歩行者・自転車の回遊性に関する中心市街地の現状 

・中心市街地内を通過する自動車交通が多く，歩行者・自転車が安心して移動でき

る空間が十分に確保されていない 

・中心市街地の核である大通・菜園地区には大通り，映画館通り，菜園通りの３つ

の商業軸があるが，菜園通りは歩道や路肩が狭く，歩行者・自転車が安心して快

適に移動することができない 

・盛岡駅前地区から大通・菜園地区を経由し中ノ橋地区までは約２ｋｍあり，離れ

ている拠点間を徒歩で移動するには高齢者等には負担が大きい 

・中心市街地の各拠点間を結ぶ自転車走行空間はネットワークとして整備されてい

ない 

・沿道土地利用状況等から，活用できる道路空間が限られている 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 6-1 歩行者・自転車の回遊性に関する中心市街地の現状 
  

盛岡駅前地区

大通・菜園地区 中ノ橋地区 

「でんでんむし」の 

バスルート 

中心市街地には３つの拠点があり 

距離が離れている

歩道や路肩が狭い菜園通り 

中心市街地の核となる大通り・菜園

地区の通過交通が多い 

１８％が通過交通(休日日中) 

0              1,000m

自転車走行空間 

整備済み区間 

     商業軸 

大通り 映画館通り

菜園通り
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２．歩いて楽しむ中心市街地形成戦略実施方針 

    歩行者・自転車に対する中心市街地の回遊性の現状に対して，以下の狙いに基づき施策

展開を図ることとします。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○歩いて楽しむ中心市街地形成戦略の狙い（テーマ） 

・歩行者や自転車が安心して快適に移動することができ，賑わいのある空間を創出する 

・中心市街地に不要な自動車通過交通を排除しながら，

歩行者･自転車が快適に移動できるようにしたい 

歩行者・自転車が 
安心・快適に移動できる 
空間を確保したい 

・菜園通りの空間を再配分し， 

歩行者・自転車の空間を拡充 

・空間再配分と合わせて，右折禁止等

の交通規制を実施 

「歩行者･自転車優先エリア」 

を囲む道路について， 

対面通行が可能な２車線を確保 

（エリア内の通過交通を排除） 

「歩行者・自転車優先エリア」 

を中心に，既存道路を活用して 

自転車走行空間 

「ブルーゾーン」を整備 

歩行者の回遊に適した 

拠点間連絡バスを運行 

※「でんでんむし」を 

補完するバス 新たに整備される道路を活用し，

「ブルーゾーン」を更に整備し， 

ネットワークを拡充 

離れている拠点間を 
快適に移動できるようにしたい

沿道土地利用等から 
活用できる道路空間は

限られている

中心市街地の核となる大通・

菜園地区を「歩行者･自転車優

先エリア」に設定 

「歩行者･自転車優先エリア」 

を囲む道路を完成させる 

（中心市街地の通過交通を排除） 

歩行者・自転車優先エリア内の中心に

回遊に適したバスを乗入れる 

（大通りへのバス乗入れ） 

通過交通を中心市街地の

外周で円滑に処理する 
自転車走行空間を 
拠点間を結ぶネット

ワークとしたい 

歩行者が拠点間を 
快適に移動できる 
ようにしたい 

図 6-2 歩いて楽しむ中心市街地形成戦略の展開 
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拠点間連絡バスの運行 

（歩行者の回遊性向上） 

自転車走行空間ネットワーク 

「ブルーゾーン」の整備拡充

盛岡駅前地区 

中ノ橋地区 
中心市街地の核となる大通・菜園地区を

「歩行者・自転車優先エリア」に設定 

大通・菜園地区

歩いて楽しむ中心市街地形成戦略 

図 6-3 歩いて楽しむ中心市街地形成戦略施策 

大通･菜園地区歩行者・自転車優先エリアの形成 

「歩行者・自転車優先エリア」 

を囲む４辺の道路整備 

(不要な通過交通の排除) 

都）明治橋大沢川原線 

（４車線整備） 

早期の暫定３車線化

中央通（４車線供用済）

盛岡城跡公園下の既存道路

（２車線供用済） 

都）盛岡駅南大橋線（４車線整備） 

現況は一方通行のため早期の 

暫定２車線化を図る 

菜園通り空間再配分により 

歩行者・自転車空間を確保 

 

 
 

３車線 

 

 

 

 

 

 

 

２車線 

歩行者・自転車優先エリア 

盛岡城跡公園 

盛岡駅 
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６-２ 公共交通軸の充実・強化を図る戦略 

１．公共交通軸の充実・強化を図る戦略検討の基本的な考え方 

 
 
 
 
 

 
(1) ターゲットに応じた各地域の戦略施策検討 

公共交通施策については，第４章で示した施策実現に対する基本方針に基づき，これ

までの公共交通施策に対する検証結果を踏まえ，以下のようにターゲットを設定し効果

的な施策に絞り施策を検討しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○公共交通軸の充実・強化を図る戦略のターゲット 

              ・青山地区(ゾーンバス実施)・・・ターゲット① 
              ・都南地区(ゾーンバス実施)・・・ターゲット① 
              ・松園地区(ゾーンバス実施)・・・ターゲット② 
              ・盛南地区・・・・・・・・・・・ターゲット③ 
              ・玉山地区・・・・・・・・・・・ターゲット④ 

＜ターゲット②＞ 

■施策を実施しており，利用率が高い地域 

・実施している施策の強化を検討・改善 

・利用率をさらに高める新たな施策を検討 

＜ターゲット①＞ 

■施策を実施しているが，利用率が低い地域 

・実施している施策の有効性を検討・改善 

・利用率を高める新たな施策を検討 

＜ターゲット③＞ 

■施策を実施しておらず，利用率が低い地域 

・利用率を高める施策を検討 

＜ターゲット④＞ 

■施策を実施していないが，利用率が高い地域

・利用率をさらに高める施策を検討 

施
策
未
実
施 

施
策
実
施 

公共交通利用率が低い地域 公共交通利用率が高い地域 

図 6-4 公共交通軸の充実・強化戦略のターゲット設定 

○公共交通軸の充実・強化を図る戦略の狙い（テーマ） 

・各地域と中心市街地を結ぶ公共交通軸を充実・強化し，自家用車から公共交通へ 

の転換を促進する 

・自家用車利用から公共交通機関への転換により，CO2 排出量を削減する 

 

松園地区 

青山地区 

盛南地区 

都南地区 

現中心市街地 

玉山区 

 自転車･歩行者の回遊性 

バス中心 

公共交通軸 

バス及び鉄道 鉄道中心 

※利用率 玉山地区は藪川,日ﾉ戸を除く 

各地区から中心市街地への公共交通利用率

9.8%

17.4%

0.0%

8.0%

63.0%

25.1%

17.6%

38.8%

11.2%
2.4%
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青山地区

都南地区

松園地区

盛南地区

玉山地区

鉄道 バス
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   (2) 市民ニーズに応じた戦略施策の検討 

公共交通軸の充実・強化を図る戦略では，自家用車利用者の転換意向を実際の転換に

結びつけることを目標としており，公共交通に求められる市民ニーズを基本として，鉄

道立地の有無や，既存バス施策の状況や課題等の地区特性に応じた実施可能な施策を立

案するものとしました。 
特に，頻度向上や速達性の向上については，バスと鉄道の手段選択性の向上なども視

野に入れ，施策の検討を行いました。 
 
                   ＜ 想定される施策 ＞ 

 
 
 
 
 
 
 

図 6-5 市民ニーズに対応した施策立案のイメージ 
 
■自動車から他の交通手段に転換する可能性と，転換する条件(３つまで選択可) 

 
 
 
 
 
 
 
図 6-6 自動車から他の交通手段に    図 6-7 他の交通手段に転換する条件 

転換する可能性         資料：H17第 16回市民意識調査 
 

■都心部へ通勤通学する際に自動車を利用する理由（複数回答可） 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6-8 盛岡都心部へ通勤通学する際に自動車を利用する理由 資料:H18盛岡市街路交通調査 
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30.7%

30.3%
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バスや列車の便数が増える

運賃が安くなる

歩道や自転車道ができる

バスが時間どおりに来る

バス停や駅が近くにできる

48.8%

30.8%

29.9%

22.4%

16.4%

16.2%

15.4%

10.1%

8.9%

8.4%

8.2%

7.9%

10.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自動車は通勤通学時間が短いから

通勤通学先に駐車場があるから

途中で買物等に立ち寄れるから

バスや鉄道の運行本数・頻度が少ないから

自動車内でプライベートな空間がもてるから

バス停や駅が自宅や通勤通学先の近くにないから

荷物の運搬を行えるから

途中で子供等の送迎を行っているから

バスや鉄道の終電の時間が早いから

交通費が他の交通手段より安いから

バスや鉄道の乗換えがわずらわしいから

バスが時刻表どおりに運行されていないから

その他

バスや鉄道の運行本数を高める 

バスと鉄道の結節強化等により 

選択可能な手段を増やす 

バス停や駅までの移動距離を短縮する 

公
共
交
通
へ
の
市
民
ニ
ー
ズ 

運行頻度が 

高いこと 

定時性と速達性に 

優れていること 

バス停や駅へアク

セスしやすいこと 

バスの旅行速度を高める 

バス停や駅までの移動時間を短縮する 
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２．青山地区における戦略施策の立案 （ターゲット①：施策実施・利用率が低い地域） 
(1) 青山地区の特性 

青山地区はオムニバスタウン計画により，ゾーンバスシステムを導入しましたがバス利

用の増加につながらなかった地区です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また，図 6-10に示すように地区により公共交通サービスの状況が異なっており，青山地
区については，青山北地区(厨川･みたけ･上堂地区)，青山中央地区(青山，月が丘)，青山南
地区(大新町・前潟地区)の大きく３つに地区を区分し，地区毎に鉄道及びバスの役割を考
慮しながら施策立案を行いました。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

青山中央地区 
・運行本数の多いバス及び

鉄道を公共交通の軸とし

て施策を検討する 

青山町南地区 
・運行本数の少ないバスに

対して，地区を通過して

いる鉄道の利用可能性を

含め施策を検討する 

青山北地区 
・厨川駅を中心として，鉄

道とバスの役割分担を踏

まえて施策を検討する 

・公共交通インフラの整備状況 
・中心市街地へのアクセス方向 

青山地区を以下の３地区に区分し， 
各地区の特性に応じた施策を立案する 

図 6-9 施策立案を行うための地区区分 

○青山地区における戦略の狙い（テーマ） 

 ・南北にエリアが広く，中心市街地への方向が地区により異なるため，ゾーンバ

スシステムとしての集約がうまく機能しなかったことを踏まえ，地区ごとに異

なる公共交通のサービス状況や利用状況を踏まえた施策により，公共交通の利

用促進を図り地区の集約性を維持する 

＜ゾーンバスシステムがうまく行かなかった主な要因＞（H19 報告書ゾーンバスの評価より）

①南北にエリアが広く集約するシステムをうまく構築できなかったため，運行頻度を高めら

れなかった 

②中心市街地へアクセスするバスルートの４車線化が進んでいないため，バス優先ルートを

設定できず，定時性と速達性を高められなかった 

③アクセス時間限界(約 15 分)を超えるバスと鉄道の接続など，バスと鉄道の役割が明確で

なかった 
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バス路線 運行本数(上下計) 

    

        201 本/日以上 

        31～200 本/日 

        30 本/日未満 

鉄道路線 

中心市街地 

図 6-10 青山地区における公共交通の特性 

※グラフのデータは，H18 盛岡市街路交通調査による 

厨川駅

中心市街地への通勤通学者の着地分布（青山）

813

881

906

1065

1569

1390

0 500 1000 1500 2000 2500 3000

青山北地区
(厨川・みたけ･上堂)
(091,092,093,087)

青山中央地区
(青山･月が丘)
（082,083,084）

青山南地区
大新町･前潟地区
（081,085,086）

盛岡駅周辺
(02,014～016)

内丸周辺
(011～013,017,018,04)

1878

2296

2450

(人/日)

盛岡駅

盛岡市役所

・IGR 厨川駅がある 

・バス運行本数は少ない

青山北地区(厨川･みたけ･上堂) 

鉄道利用率２７％ 

バス利用率１９％ 

青山地区を３地区に区分する 
公共交通インフラ整備・アクセス方向により区分 

・バス運行本数が少ない 

・JR 田沢湖線が通過して

いるが近くに駅が無い 

青山南地区(大新町～前潟) 

鉄道利用率２％ 

バス利用率２１％ 

青山中央地区(青山･月が丘) 

鉄道利用率４％ 

バス利用率３４％ 

青山駅

・東部に IGR 青山駅がある

・バス運行本数が多い 
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(2) 青山中央地区における戦略施策実施方針 

青山中央地区においては，以下の狙いに基づき施策展開を図ることとします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

IGR青山駅へのアクセス性を高め
鉄道利用者を増やしたい 

バスの定時性・速達性に 
問題がある 

（特に冬期や雨天時） 

鉄道⇔バスの 
乗り継ぎ抵抗を軽減し 
手段選択性を高めたい 

青山中央地区～中心市街地 

を結ぶ４車線道路の 

整備を促進する 

バスの定時性・速達性の向上 

青山～中心市街地間の 

バス優先ルートを強化 

運行頻度の向上 

IGR 青山駅の鉄道増便 

(上り２本，下り５本) 

(平成 21 年３月) 

手段選択性の向上 

青山駅をバスと鉄道の結節点とする

・バス停設置（バスベイの整備） 

・各バスルートの青山駅への接続 

バスの定時性･速達性を高め

更に利用者を増やしたい 

IGR青山駅前への 
バス停の設置要望 

(青山駅利用者アンケート) 

IGR青山駅周辺以外からの 
鉄道利用者を増やしたい 

利用者の状況に応じて 
バスと鉄道を選択 
しやすくしたい

乗継抵抗の軽減 

バス・鉄道の共通カードや， 

乗り継ぎ割引等の導入検討 

(事業者への要請) 

渋滞時などは鉄道への 
乗換をしやすくしたい 

図 6-11 青山中央地区における戦略施策の展開 

ス
テ
ッ
プ
１ 

ス
テ
ッ
プ
２ 

ス
テ
ッ
プ
３ 

バス優先ルートを整備し 
定時性・速達性を高めたい 

(特に雨天時や冬期) 

○青山中央地区における戦略の狙い（テーマ） 

・運行本数の多いバス及び速達性に優れた鉄道を公共交通の軸として位置付け，利用者の

状況に応じたバスと鉄道の手段選択性を高める 

・バス走行環境の改善を図りバスの定時性と速達性を高める 
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図 6-12 青山中央地区の交通戦略 

※グラフのデータは，H18 盛岡市街路交通調査，H19 青山駅におけるアンケート調査による

青山駅

083 ゾーン 

鉄道利用率３％ 

バス利用率 35％ 

084 ゾーン 

鉄道利用率 2％ 

バス利用率 31％

盛岡駅

・メインとなるバスルート 
(中心市街地へ→約 150本/日) 

・定時性・速達性に問題がある 
（４車線道路未整備区間） 

・青山三丁目バス停 
ゾーンバスの乗継ポイ

ントに位置づけたが上

手く機能しなかった 

IGR青山駅から 
離れているバス停 

内丸

      鉄 道 

     主なバス路線 

青山駅へのアクセス手段(通勤通学)

4.5%

56.8%

36.0%

2.8%

路線バス

自動車

バイク

自転車

徒歩

400人

青山駅周辺施設に関する整備，改善要望(上位５位)　意見総数：320

91

74

40

26

16

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

駐車場を設置してほしい

送迎用停車場を駅前に設置してほしい

バス停留所を駅前に設置してほしい

東口にも駐輪場を設置してほしい

駐輪場に屋根を付けてほしい

バスの定時性・速達性の向上 
・ 中心市街地までの４車線道路整

備を促進しバス優先ルートを強

化する 

バス・鉄道の選択性を高める 

青山駅をバスと鉄道の結節点とする 
・バス停設置（バスベイの整備） 

・周辺のバスルートを青山駅へ接続 

・バスと鉄道の共通カードや乗り継ぎ割引等

の導入検討 

082 ゾーン 

鉄道利用率 13％

バス利用率 43％

43分

53分

39分

23分

28分

36分

0分 10分 20分 30分 40分 50分 60分 70分

通常時

雨天時

冬期

路線バス

自動車運転

青山地区から中心市街地へ所要時間

IGR 青山駅の鉄道増便 
上り２本，下り５本 

(中心市街地へ→38 本/日) 

(平成 21 年３月)

083 
082 

084 

青山中央地区から中心市街地への代表交通手段割合

3.0%

5.1%

42.8%

19.3%

35.8%

43.6%

4.7%

4.1%

12.9%

24.4% 3.5%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

内丸周辺

盛岡駅周辺

鉄道 路線バス 自動車 バイク 自転車 徒歩

盛岡駅までの鉄道とバスの乗車時間比較（分）

5

13

0 5 10 15

鉄道
（青山駅～盛岡駅）

バス
（県営体育館前～盛岡駅）

盛岡市役所中心市街地 
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  (3) 青山北地区における戦略施策実施方針 

青山北地区においては，以下の狙いに基づき施策展開を図ることとします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厨川駅西側（みたけ地区北部）の

鉄道利用者を増やしたい 

運行頻度の向上 

IGR 厨川駅の鉄道の増便

(上り２本，下り５本) 

鉄道駅へのアクセス性向上 

東西自由通路，西口駐輪場整備による

歩行者自転車のアクセス性の向上 

厨川駅の西側からの 
アクセス性を高めたい

運行頻度の向上 

上堂地区及びみたけ地区南部から 

中心市街地へアクセスするバスの 

ルート別運行頻度の見直しを検討 

鉄道駅へのアクセス性向上 

試験運行結果を踏まえた 

厨川駅西口へのバスによるアクセス 

（厨川駅西口周辺地区からのアクセス） 

上堂地区とみたけ地区南部の 
バス利用者を増やしたい 

上堂地区のバス利用率は 
中心市街地の着地地域で 

異なっている 

○青山北地区における戦略の狙い（テーマ） 

・厨川駅駅舎の反対側の西側からのアクセス性を高め，鉄道利用促進を図りながら，需要

に応じたバス運行頻度の向上により公共交通利用への転換を図る 

鉄道とバスの機能を活かした役割分担により， 
公共交通への転換を図りたい 

IGR 厨川駅における 

東西自由通路及び 

駐輪場の整備 

厨川駅西口への 

アクセス道路の改良 

図 6-13 青山北地区における戦略施策の展開 

ス
テ
ッ
プ
１ 
ス
テ
ッ
プ
２ 

ス
テ
ッ
プ
３ 

鉄道駅へのアクセス性向上 

厨川駅西口への既存バス路線の 

試験的なアクセス 

（厨川駅西口⇔盛岡北高方面） 
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091 ゾーン 

鉄道利用率 15％ 

バス利用率 28％ 

087 ゾーン 

鉄道利用率２％ 

バス利用率 21％

IGR 青山駅の鉄道増便 
上り２本，下り５本 

(中心市街地へ→39 本/日) 

(平成 21 年３月) 

青山駅
バス路線 運行本数(上下計) 

    
       201 本/日以上 

       31～200 本/日 

       30 本/日未満 

鉄道 

駅から遠い鉄道横断箇所 

厨川駅へのアクセス手段(通勤通学)

36.7%

58.3%

1.5%
3.5%

路線バス

自動車

バイク

自転車

徒歩

722人

歩行者・自転車のアクセス性の向上 
・東西自由通路，西口駐輪場整備により駅西側から

のアクセス性を高める 

厨川駅西口への 

バスによるアクセスの検討 

・盛岡北高方面から厨川駅に運行している 
バス路線を西口に接続し，利用状況を検証 

需要に応じたバス運行 
・上堂地区及びみたけ地区南部から 

中心市街地へアクセスするバスの 

ルート別運行頻度の見直しを検討 

出入口は東側のみ 
駅西側からのアクセス性が悪い 

厨川駅

1500m 圏 

厨川駅 

IGR いわて銀河鉄道 

青山駅との 
中間ライン 

盛岡駅方面 

盛岡北高 

盛岡中央高校

想定される 
駅勢圏 

現在のバスルート

 西口への整備により駅への 

アクセス距離が約 800m 短縮 

バスによるアクセスの検討 
①現行のバス路線を厨川駅西口に接続し，季

節や天候による利用状況を検証 

②バスによるアクセス（又はイグレス）の利

用状況に応じて増便を検討 

図 6-15 厨川駅西口へのバスによる集約イメージ 

図 6-14 青山北地区の交通戦略 (データ：H18 盛岡市街路交通調査) 

至中心市街地 

厨川駅西側の駅勢圏 

・西側をアクセス時間(15 分)及び競合する

バス路線等から約 1500ｍに設定 

・南側を青山駅との境界及び中心市街地への

アクセス方向から設定 

 ○推定される現在の通勤通学者数 

・通勤通学者数 ：約 530 人/日 

・自動車利用者数：約 230 人/日 

091 

087 

093 

093 ゾーン 

鉄道利用率 42％ 

バス利用率 11％ 
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   (4) 青山南地区における戦略施策実施方針 

  青山南地区においては，以下の狙いに基づき施策展開を図ることとします。 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＪＲ田沢湖線を活かして 
鉄道利用率を高めたい 

地区南側を 
ＪＲ田沢湖線が通るが， 
最寄り駅が無い 

前潟地区，長橋地区で 
近年市街化が進行 

鉄道駅へのアクセス性向上 

ＪＲ田沢湖線への前潟新駅の 

設置可能性を検討する 

運行頻度の向上 

新駅設置の検討を踏まえながら 

バス需要の中心となるルートの 

運行頻度を高める 

バス運行頻度を高めることで

バス利用率を高めたい 

複数のバスルートがあるが，

運行本数が少ない 

公共交通利用率を高めたい 

他地区との運行頻度と

利用率との関係 
（類似地区と比べて低

い運行密度と利用率） 

新駅が設置される場合

バス需要の対象範囲が

変化する

○青山南地区における戦略の狙い（テーマ） 

・地区の南側を通る鉄道の新たな利用可能性を検討し，需要に応じた鉄道とバスの役割分

担により，公共交通利用促進を図る 

通勤通学交通需要は多い 

図 6-16 青山南地区における戦略施策の展開 

ス
テ
ッ
プ
１ 

ス
テ
ッ
プ
２ 

ス
テ
ッ
プ
３ 

鉄道駅へのアクセス性向上 

検討結果に基づく 

前潟新駅の具体化 
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JR 田沢湖線 
086 ゾーン 

鉄道利用率 5％ 

バス利用率 9％ 

前潟地区 
（商業施設中心） 

３５本/日 

(地区→中心市街地) 

１７本/日 

(地区→中心市街地) 

      鉄 道 

      バス路線 

バス運行本数が少なく 
特に 085,086 ゾーンの公
共交通利用率が低い 

図 6-17 青山南地区の交通戦略  
(データ：H18 盛岡市街路交通調査) 

鉄道利用の検討 

前潟新駅の設置可能性検討 

(通勤通学の他，買物目的等を 

含めた総合的な検討が必要) 

需要に応じたバス運行 
・バス運行頻度の向上を検討

新駅への集約 

081 ゾーン 

鉄道利用率 4％ 

バス利用率 30％ 

085 ゾーン 

鉄道利用率 0％ 

バス利用率 16％

長
橋
地
区 

（住
宅
地
） 

９本/日 

(地区→中心市街地) 

図 6-18 前潟地区における新駅設置検討イメージ 

既存バス路線

JR 田沢湖線

新駅設置の 
想定箇所 

長橋地区 

前潟地区  

 1500m 圏 

大新町地区

至中心市街地 

想定される 

駅勢圏 

前潟新駅の駅勢圏 

・北側をアクセス時間(15 分)及び青山中央地

区の幹線バス路線等から約 1500ｍに設定 

・東側を中心市街地へのアクセス方向から設定

 ○推定される現在の通勤通学者数 

・通勤通学者数 ：約 470 人/日 

・自動車利用者数：約 220 人/日 

085 

081 

086 

近年，市街化が進行 

鉄道は中心市街地へのアクセス

方向と整合しているが 
地区内に最寄り駅はない 至中心市街地 

盛岡駅方面 

盛岡駅方面 


